　9月29日、沖縄県・宜野湾海浜公園で「集団自決」検定意見の撤回を求める県民大会（実行委員会主催）が開かれました。この大会には１１万６０００人が参加（宮古、八重山の郡民大会を含む）。これは人口１３７万県民の約1割で、「集団自決」の日本軍強制記述を文部科学省が高校教科書から削除したことに県民の怒りが爆発した集会となりました。この県民大会に参加した日本平和委員会の千坂純事務局長のレポートです。
島全体を

怒りが包む
　会場をぎっしり埋める人、人、人…。その誰もが真剣なまなざしで、一人ひとりの発言を聞き逃すまいと、静かに耳を傾けていました。主催者が参加者約12万人、会場募金が678万円に達したと発表すると、会場いっぱいに歓声とどよめきがわき起こりました。壇上でも目頭を押さえる人の姿が。よくぞ集まった、この県民の怒りを政府は受け止めよ、その思いが会場を包みました。
　県民10人に1人。しかし、もちろん怒っているのは、ここに集まった人ばかりではありません。県のバス会社3社は、県民大会の成功のためにバス無料乗車券を発行。35台のシャトルバスも運行しました。しかし、そのどのバスもすぐに満杯になり、停留所でずっと待ち続ける人の姿が後を絶ちません。渋滞は６㌔に及び、開会後も遅れて到着する人たちの波が途絶えず、大会終了時点でもまだ会場に向かう人たちがいました。
　参加できなかった人も、怒りは同じです。大会翌日タクシーに乗ると、「大会には仕事で行けなかったさ」と、運転手さんが話し始めました。「でも、政府はおかしいよ。ただ俺たちは事実を認めてほしいと言っているだけなんだ。戦争で起こった事実をちゃんと認めろと。やったことを反省しない人はまた同じことを繰り返すからね」…こんなふうに、県民全体に広がった怒り。それが約12万人の結集となって爆発したのです。
　　真実を教えて
　　声上げる若者
　「私たちのおじぃおばぁたちが、うそをついていると言いたいのでしょうか」「教科書から軍の関与を消さないでください。あの醜い戦争を美化しないでほしい。たとえ醜くても真実を知りたい、学びたい、そして伝えたい」――会場に、高校生代表・津嘉山拡大さん、照屋奈津美さん（読谷高校3年生）の声が響きます。会場には高校生はじめ、青年の姿が目立ちました。ユニフォーム姿で参加した豊見城高校の野球部員たち。糸満市の摩文仁の丘から採火した「平和の火」リレーを1.8キロ走り、全員で駆けつけました。名護市の北部農林高校の生徒会は生徒に参加を呼びかけて、約40人が学校の大型バスに乗り込み駆けつけました。
　　人生かけた
　　体験者の証言
　急速に広がった県民の大きな怒りの渦。しかし、この流れは決して自動的に生まれたものではありませんでした。何より、この「集団自決」の体験は、体験者にとってあまりにつらく、封印しておきたい記憶だからです。
　日本軍の命令や強制、誘導によって、家族同士、親類同士が殺しあわなければならない状況に追い込まれた「集団自決」の体験を、記憶を呼び起こし語る――それがどんなにつらいことか･･･。このため、証言は様々な形で記録されていますが、体験を公の場で話す人はほとんどいませんでした。
　ですから、政府・文部科学省の検定に対し、体験者が公然と声を上げることは、生易しいことではありません。しかし、抗議集会で何人かの体験者が勇気をもって語りだすと、これまで語らなかった体験者が次々と体験を地元紙などに語り始めたのです。それは封印したていた体験を、心の痛みを乗り越えて、ふりしぼるように語った、人生をかけた証言でした。そしてその証言はどれも、日本軍による命令、強制、誘導によって多数の家族や住民が「集団自決」へと追い込まれていったことを、改めて鮮明にしていったのです。

沖縄県民大会　「戦争する国づくり」への警鐘
　　初めて体験
　　語る人たち
こうして、「集団自決」検定意見撤回決議は、最終的には県議会と41市町村全議会で採択され、県民大会にはすべての自治体首長が参加する状況が生まれました。
　この過程で沖縄戦で8歳のとき親兄弟を亡くした体験を初めて語りだした、自民党出身の県議会議長・仲里利信氏（県民大会実行委員長）は、県民大会でこう語りました。「62年間ずっと心の奥底に封印していたあの忌まわしい記憶を解くことはないと思っていたが、今回の教科書検定意見の結果が私の気持ちを揺るがすきっかけとなった。多くの体験者が、私と同様、思い起こすのもつらい当時の記憶を証言されたことに思いを致すと胸が痛む。中にはいまだに口に出したくても出せない方もおられる。文科省の検定意見はこれらの重い証言を軽々しく扱っているとしか思えない」-。
　県民大会では、渡嘉敷村の吉川嘉勝さんも、62年間公の場では語らずにきた「集団自決」の体験を、初めて語りました。吉川さんは眠れない日々が続き、兄弟からやめるよう求められました。それでも「集団自決」による死を「『崇高な死』、『美しい家族愛』と結論づける最近の風潮にはがまんがならない」と語らずにはいられなかったのです。
　　戦争への道
　　許さない
　もう1つ県民大会にあふれていた思い――それは、この戦争の真実をゆがめる動きが、再び日本を「戦争する国」にする動きに結びついているのではないか。戦争の実相と真実を正確に伝え、二度と戦争の道を許してはならないという、現実の政治の動きに対する強い警戒心と決意でした。それは立場の違いを超えて、大会の発言者から共通して強く語られました。
　「日本の将来を担う子供たちに史実は史実として正しく伝え、悲惨な戦争を再び起こさないようにすることは、私たちに課せられた最大の責務だ。」（仲里県議会議長）。
　「今のままでは、あの時代が再び来ないとも限らない。国の捨石にまたされるのではないか、と」（吉川嘉勝さん）
　「日本軍関与の記述の削除は戦争体験者が減ったことをいいことに、戦争を風化させ、軍隊を美化し、再び同じ過ちを繰り返そうという動きが感じられる」「二度と戦争を繰り返さないためにも歴史の歪曲は許すわけにはいかない。事実は事実として教えるべきだ」（小渡ハル子県婦人連合会長）
　こうした怒りと思いが合流し、爆発したのです。
政府は「検定意見」撤回せよ

０７年日本平和大会in沖縄で人間の鎖を


　「県民の総意として国に対し、検定意見の撤回と記述の回復が直ちに行われるよう決議する」（県民大会決議）。これが県民の総意です。政府はこの要求にこたえることが求められています。
　しかし政府は、「県民の思いを重く受け止めなければ」と言いながら、「検定意見の撤回」には応じず、教科書会社からの訂正申請に一定の記述修正で応じることで済ませようとしています。
その理由として、「検定に政治が介入すべきでない」などと述べています。
　しかし、そもそも、今回の高校日本史教科書検定で、「集団自決」で日本軍による自決命令や強要があったとする記述が削除されたのは、文部省教科書調査官が「沖縄戦の実態について誤解する恐れがある」とする「調査意見書」を提示したことによるものです。政府・文科省の誤った政治的介入が、歴史の事実を歪曲する教科書記述を生み出したのです。
　その政治的介入の誤りを正す責任は、政府・文科省にあります。その「検定意見」を撤回しないままでは、再びこうした事態が繰り返されることになります。問題は「県民感情への配慮」ではなく、県民の歴史的体験の「事実」をそのまま記述するということなのです。「検定意見の撤回と記述の回復」を求める声を、全国から政府に集中しましょう。
　11月下旬に沖縄で開かれる07年日本平和大会は、歴史歪曲と「戦争する国づくり」を許さない沖縄県民のたたかいのうねりと熱く交流する大会です。そして、最終日の11月25日には、新たな米軍基地建設がねらわれる米軍キャンプ・シュワブを「人間の鎖」で包囲します。沖縄と全国の人々の平和を求める連帯の輪を大きくつなぐため、みなさんもご参加を！
　
